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近時，ラテン．アメリカの研究を志す者がj､卯してV､るにもかかわらず，十《･れた手引きとな

る翻物がわが国になく，たずねられてもO残念ながら０外国の密物をあげる他はなかった｡,こう

いうわけで,本沙のような笹物の刊行はわれわれが長いⅢ渇盟していたものであった。

本習はラテン・アメリカ研究渚の分担執鉱によるものであり，その内容も多岐にわたっており,

法111の狭い領域のみを研究対狼としている鉱考にはとうてい本鋤を肝する資格はない。しかし，｡｡

鯛築者からこの岱物をiｶﾞﾘ当てられた以上せめて,何んらかの希剋を述べることをもって、その
賀を果したい｡

本轡はわれわれの前週の顧望をみたすものであろうか。本密の狙いの１つは，ラテン．アメリ

カ研究の初心者にラテン・アメリカの全体像を腿徽させることにあるようだが，全巻を、腕した

ところでは，ｂんか〈をち･ぼろけながら，という感じである。全体像の麗鐡とはもともと無理な

注文であろう。ただｂ希盟を２つのべさせていただくと，外国資本の問題，米国との関係など，

を独立の頂目として取上げるベセではなかったろうか。注た，いずれもが内容的にすぐれた鏑澗

であるか,その中に０二三，木曾の目的にそく・わ血，劉逮いの感じの､のが見られるが，これ

は，編者の手で綱笠されるべきであったと思われる。

次に，本IDのもう１つの狙いIＬ今後研究を＊･しナナめるための出発点と十ろ上とにあると思

われる。この点につき,各章節征に参考文献のリストがある湘執鉦者に上り，非常に差かある。

たとえばＩ井沢尺のものは極めて膵細でろｂ，非常に参考に戒る斌執鉦者に上っては，和沓．

概説宙のみを列挙する。それでは，もの士ｈない。このような抵物の場合，銃者か研究をすすめ

るための参考文献をていねいにあげるべきであろう。この意9kにおいて，経済の章の文献リスト
も親切である。

この執位者によるむらか釘になったのは，腫史の箇所で，用語例の綱整リストをつけてかられ
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ることで。これは，佃者の方で、本文を灯正する方か碗者に劔切であったであろう。

ともあれ，今檎ラテン・アメリカ研究を志す者かＪ迩十範１にひもＦくぺ“}物の１冊であ

る上とは|Ⅲ迎いない。
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